
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

す
。
軍
事
費
突
出
は
、
今
年
度
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
公
政
権

が
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」

な
ど
と
し
て
２
０
２
７
年
度
ま

で
の
５
年
間
に
４
３
兆
円
も
注

ぎ
込
む
大
軍
拡
計
画
を
決
め
、
３

年
前
に
は
５
・
４
兆
円
（
当
初
予

算
）
だ
っ
た
軍
事
費
が
、
わ
ず
か

３
年
間
で
８
・
７
兆
円
に
ま
で
膨

れ
上
が
り
ま
し
た
。 

税
金
は
軍
事
で
な
く
、
暮
ら
し

に
優
先
し
て
使
え
ト
ラ
ン
プ
政

権
い
い
な
り
に
大
軍
拡
に
突
き

進
も
う
と
す
る
政
治
、
財
界
・
大

企
業
優
先
の
政
治
か
ら
、
国
民
の

暮
ら
し
最
優
先
の
政
治
へ
と
改

革
を
す
す
め
る
た
め
に
全
力
を

つ
く
し
ま
す
。 

第
三
の
柱
は
「
物
価
高
騰
に
よ

る
医
療
、
介
護
の
経
営
危
機
・
提

供
基
盤
の
崩
壊
を
食
い
と
め
、
ケ

ア
労
働
者
の
賃
上
げ
を
は
か
る
緊

急
措
置
を
」
で
す
。
診
療
報
酬
を

引
き
上
げ
、
患
者
負
担
増
に
な
ら

な
い
よ
う
に
医
療
崩
壊
を
食
い
と

め
、
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
を
図

る
こ
と
、
介
護
報
酬
の
緊
急
引
き

上
げ
、
介
護
事
業
の
継
続
へ
の
公

的
支
援
が
必
要
で
す
。 

自
公
政
権
が
維
新
の
会
の
賛
成

を
得
て
成
立
さ
せ
た
２
０
２
５
年

度
予
算
は
、
社
会
保
障
関
係
費
は

じ
め
実
質
マ
イ
ナ
ス
。
軍
事
費
だ

け
は
前
年
度
比
９
・
５
％
増
と
い

う
、
異
常
な
突
出
と
な
っ
て
い
ま

は
「
当
面
は
国
債
で
対
応
す
る
し

か
な
い
」
（
国
民
民
主
党
の
浜
口

誠
政
調
会
長
、
１
３
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

日
曜
討
論
）
と
の
意
見
が
あ
が
る

な
ど
、
ど
の
党
も
責
任
あ
る
財
源

を
示
せ
て
い
ま
せ
ん
。
国
債
発
行

で
毎
年
数
十
兆
円
の
規
模
で
借
金

を
増
や
す
こ
と
は
急
激
な
イ
ン
フ

レ
の
リ
ス
ク
も
高
め
ま
す
。 

 
 

こ
れ
に
対
し
、
日
本
共
産
党
は

「
緊
急
提
案
」
で
、
消
費
税
５
％

減
税
の
財
源
と
し
て
「
行
き
過
ぎ

た
大
企
業
へ
の
減
税
、
大
金
持
ち

優
遇
、
不
公
平
税
制
を
た
だ
せ
ば

確
保
で
き
る
」
と
主
張
。
本
気
で

消
費
税
減
税
を
実
行
す
る
た
め
に

は
恒
久
的
な
財
源
を
示
す
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。 

第
二
の
柱
は
「
物
価
高
に
負
け

な
い
賃
上
げ
を
、
物
価
に
ふ
さ
わ

し
く
上
が
る
年
金
に
」
で
す
。
最

低
賃
金
を
速
や
か
に
時
給
１
５
０

０
円
、
月
額
で
手
取
り
２
０
万
円

程
度
に
引
き
上
げ
て
１
７
０
０
円

を
め
ざ
し
ま
す
。
大
企
業
の
内
部

留
保
課
税
で
、
賃
上
げ
と
下
請
け

単
価
に
還
元
さ
せ
、
１
０
兆
円
の

税
収
は
、
雇
用
の
７
割
を
支
え
る

中
小
企
業
の
支
援
に
い
か
す
こ
と

で
す
。 

各
社
が
行
っ
た
世
論
調
査
で

は
、
８
割
近
く
の
人
が
物
価
高
の

影
響
や
不
安
を
あ
げ
ま
し
た
。
Ａ

Ｎ
Ｎ
の
調
査
で
は
、
物
価
高
対
策

と
し
て
現
金
給
付
が
必
要
だ
と

「
思
う
」
が
３
０
％
に
と
ど
ま
る

一
方
、
一
時
的
な
消
費
税
減
税
に

「
賛
成
」
が
６
０
％
と
な
る
な
ど
、

国
民
の
期
待
が
消
費
税
減
税
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。 

与
党
内
で
は
当
初
、
物
価
高
対

策
と
し
て
全
国
民
を
対
象
と
し
た

一
律
３
万
～
５
万
円
程
度
の
現
金

給
付
案
が
浮
上
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
十
分
な
物
価
高
対
策
を

示
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

立
憲
民
主
党
は
消
費
税
減
税
に

関
し
て
、
野
田
佳
彦
代
表
ら
執
行

部
が
慎
重
な
姿
勢
を
示
す
な
か
、

党
内
に
は
減
税
を
強
く
主
張
す
る

議
員
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

消
費
税
減
税
を
め
ぐ
る
財
源
で

日
本
共
産
党
は
１
６
日
、「
物
価

高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
緊
急
提

案
」
を
発
表
。 

物
価
高
騰
が
暮
ら
し
と
営
業
を

直
撃
し
、「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
へ
の

不
安
も
強
ま
る
な
か
、
党
の
「
要

求
対
話
」
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
切

実
な
声
を
も
と
に
、
国
民
の
家
計

消
費
と
内
需
を
応
援
す
る
思
い
切

っ
た
対
策
を
三
つ
の
柱
で
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。 

第
一
の
柱
は
「
消
費
税
の
廃
止

め
ざ
し
、
緊
急
に
５
％
に
引
き
下

げ
て
年
１
２
万
円
の
減
税
を
、
イ

ン
ボ
イ
ス
は
廃
止
に
」
で
す
。 

恒
久
的
な
財
源
も
示
し
て
緊
急

に
消
費
税
を
５
％
に
減
税
す
る
こ

と
を
要
求
。 
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物
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参院選愛知予定候補 

◆法律相談は弁護士が５月 17日 

       午前 10時～12時で 

◆生活相談は随時、根本議員が応対。 

◆法律相談は要予約。お申し込みは 

◆日本共産党西三河地区委員会まで 

       0564-23-2785 

◆生活相談は市委員会まで 

       0565-34-4772 

４
月
２２
日
午
後
に
、
豊
田
市
役

所
に
「
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
を
や

め
る
こ
と
を
求
め
る
要
請
」
を
行
な

い
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
は
、
４
月
に
行
わ
れ
た

豊
田
革
新
懇
世
話
人
会
議
で
の
提

起
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
務
室
の

メ
ン
バ
ー
３
人
が
、
自
衛
隊
に
直
接

名
簿
を
渡
し
て
い
る
豊
田
市
総
務

部
庶
務
課
に
要
請
書
を
手
渡
し
懇

談
し
ま
し
た
。 

今
日
の
自
衛
隊
は
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
、
安
保
３
文
書
改
定

に
よ
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
に
よ
り

大
き
く
変
質
し
、
自
衛
官
に
は
「
自

ら
の
命
を
賭
け
て
相
手
を
せ
ん
滅

（
殺
傷
）
す
る
」
と
い
う
武
力
行
使

へ
の
服
従
義
務
（
賭
命
義
務
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
自
衛
隊
に
、
豊
田
市

役
所
が
名
簿
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

憲
法
に
基
づ
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

や
個
人
情
報
保
護
法
や
住
民
基
本

台
帳
法
よ
り
、
自
衛
隊
法
を
優
先
す

る
立
場
で
あ
る
こ
と
が
鮮
明
と
な

り
ま
し
た
。（
豊
田
革
新
懇
事
務
室 

投
稿
） 

  

全
国
各
地
の
自
治
体
が
、国
の
求

め
に
応
じ
、
自
衛
隊
ヘ
の
情
報
提
供

は
、
自
衛
隊
施
行
令
に
基
づ
く
事
務

で
、
個
人
情
報
の
利
用
と
提
供
の
制

限
の
例
外
に
該
当
す
る
と
い
う
見

解
を
し
め
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
平

和
運
動
の
結
果
、
自
治
体
に
よ
っ
て

は
、
提
供
を
や
め
た
と
こ
ろ
も
あ

り
、
粘
り
強
い
運
動
が
必
要
で
す
。 

         

自
衛
隊
へ
の
名
簿
の
提
供
を
や
め
よ 

豊
田
革
新
懇
が
要
請 

 

４
月
１
５
日
、
学
生
食
料
支
援

「
ほ
こ
ほ
こ
愛
知
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
民
青
同
盟
主
催
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
頃
か
ら
こ
れ
ま

で
に
、
１
７
回
取
り
組
ま
れ
て
き

た
学
生
支
援
活
動
で
、
今
回
は
雨

模
様
の
中
、
３
２
人
の
学
生
が

次
々
と
並
び
ま
し
た
。 

先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
、

と
い
う
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
「
お
米
や
野
菜
が
高
く
て

買
え
な
い
」
と
、
長
引
く
物
価
高

騰
が
学
生
の
暮
ら
し
に
も
、
大
き

く
影
響
を
与
え
、
食
料
支
援
は
大

変
待
た
れ
て
い
ま
す
。 

食
料
支
援
は
、
寄
付
に
よ
り
ご

協
力
い
た
だ
い
て
実
施
し
て
い

る
の
で
、
協
力
す
る
側
に
も
物
価

高
騰
が
影
響
し
、
最
近
は
物
資
を

集
め
る
こ
と
も
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

学
生
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

も
、
消
費
税
減
税
は
待
っ
た
な
し

で
す
。 


